

































































































日程　2020年 2月 2日 -2020年 2月 4日
観光マップ作製　予定













































































































　a. 店舗撮影・取材　b. 動画撮影　c. SNS
運用
現地調査及び打ち合わせ 日程 2019年 4月
























































2019年 6月 4日〜 2019年 12月 8日












5月 5日 -5月 6日



























































































































































1学期 2019年 4月 24日〜 6月 28日
2学期 2019年 9月 10日〜 12月 2日
3学期 2020年 1月 9日〜 2月 26日実施予定
通常の活動の他
2019年 9月 27日、28日 一橋高校文化祭
2019年 8月 7日 1学期ふりかえり（一橋高
校にて）
2019年 12月 18日、19日 2学期ふりかえり、
打ち合わせ（本学にて）
2020年 3月 3日 ブリワン卒業式予定











































































































































































































































●日程  2019年 4月 29日（月）〜 5月 1日
（水）  2泊 3日
















5月 1日（水）  リニア中央新幹線工事現場
見学 
●分担 統括→笠原 優樹 
 会計→才木 真琴 
 連絡係→ 五月女 光成













































































































































●福島合宿（中原 , 奥 , 中嶋 , 小島 , 貝崎 , 
佐藤 , 菅野 , 田中 , 松岡）※全員が全日程
参加のため以下省略















































●カンボジア合宿（担当：中原 , 奥 , 小島 , 
貝崎 , 田中 , 佐藤 , 松岡 , 菅野）
日程 12月 20日（木）〜 12月 28日（土）
21日トンレサップ湖見学
22日（佐藤 , 小島 , 菅野合流）
アンコールワット、アンコールトム見学














































































































































































（第 1回）2019年 10月 28日（月）、29日（火）





8月 20日（火） ゼミ合宿内での企画内容の検討 一橋高校の教員 2名が参加、今年度のクラスの現状把握と企画の
大枠を話し合った
9月 25日（水） 合同検討会第 1回 一橋高校の教員の指導案を元に意見交換を行った。この授業では、
第 1回目の授業内容の再検討が課題となった。
10月 23日（水） 合同検討会第 2回 第 1回と同様に一橋高校の教員の指導案を元に意見交換を行い、
授業内容を当日使用する資料を用いて確認を行った。

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































2019年 9月 14日 キッズスタッフたち
とのアイスブレイク
2019年 9月 28日 音楽イベントのテー
マや使用する楽曲に
ついての話し合い
2019年 10月 26日 合唱曲の選定や台本
の セ リ フ に 関 す る
ロールプレイなど




2019年 11月 30日 合唱の練習や配役決
めなど
2019年 12月 7日 合唱の振付けや台本
読み合わせなど
2019年 12月 21日 全体のリハーサルと
当日の打ち合わせ
2019年 12月 26日 新 宿 区 立 角 筈 区 民
ホールにてイベント
本番

































































































































































































































































































































































































































































































 （企画運営：山口真菜美  古田虎
支郎  遠藤健太）
10月 3日 タスクフォース
 （企画運営：井上理実    鹿子田
有咲  小林都和）
10月 10日 大学授業のあり方について
 （企画運営：村田和佳音  鈴木渓
太  清水歩）
10月 17日 すごい準備
 （企画運営：若田部遥  森山みな
み）





 濱本  隆太  パナソニック株式会
社
 土井  雄介  トヨタ自動車株式会
社








 （企画運営：田村真土香  山口真
菜美  鹿子田有咲）
 若林郁未  Talknote 株式会社
 日下部奈々  ソフトバンクグ
ループ株式会社
11月 14日 X TECH
 （企画運営：遠藤健太  古田虎支
郎  石松木実）
11月 21日 水道の民営化
 （企画運営：中川凪  清水歩  熊
井修也）
11月 28日 第一線で働き続けるキャリア術
 （企画運営：若田部遥  村田和佳
音  岸本磨美  高橋ひとみ）
 千葉　憲子 株式会社ガイアック
 松田　紀子  株式会社ファンベー
スカンパニー
12月 5日 政治の使いこなし方
 （企画運営：森山みなみ  小林都
和  松尾和哉）
 古井  康介  株式会社 POTETO 
Media  古井  康介
12月 12日 クラシックコンサートの新規顧
客集客戦略
 （企画運営：大久保滉太  大野駿
介  森千晶）




 岡村  紘子  （株）グローバル・
カルテット
　各回の企画運営担当者が準備段階から当
日の運営まで全てを担った。
　既に運営経験のある者が未経験の者にア
ドバイスを送るなど、より円滑で満足度の
高い会とするために担当以外の者も含めた
全員で毎回の講演を作り上げた。
2　結果・意義・所見
　学年に関係なく、学生自身が各回の企画・
運営まで主体的に取り組んだ。社会人のゲ
ストの方々との連絡の取り方、円滑に進行
するためにどうすべきなのか、などの考え
抜く力を身につけることができた大きな経
験だった。
　この講演会を学生自身が企画することに
よって、連絡の取り方や、モデレートの仕
方など、場を運営するためのするためのス
キルが身についた。終了後に自分自身が振
り返ることや、ゼミ生がフィードバックす
る機会を作った。
　アポイントの取り方等、うまくいかない
部分もあった。失敗も経験した。それをメ
ンバーと共有することで、同じ失敗を繰り
返さないように心がけた。
　実際に経験することによって、自分に何
が足りないかを知ることができ、今後の活
動に生かしていくことができた。本活動を
通して得た経験や知見は、大学卒業後に必
要になる、社会人基礎力にもつながってい
ると考えている。
　このプログラムに参加していただく、ゲ
スト講師の方は、男女や職種など、持つバッ
クグラウンドが、なるべくバラバラになる
ように、招聘した。業界や職種が偏らない
ようにすることで、講演会に参加する、多
くの人のキャリアのヒントとなるようにし
た。
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　そして、参加する人はキャリアデザイン
学部生だけでなく、他大学生や、社会人の
方にも参加してもらえるように、ポスター
を作成し、Facebook などで、告知活動も積
極的に行った。その結果、他大学生や、社
会人の方にも多く参加していただけただけ
でなく、講演会が記事になることができた。
講義式にインプットしていく、講演会だけ
ではなく、「デザイン思考ワークショップ」
などの自らがアウトプットしながら、学ん
でいくことによって、参加者が飽きずに、
参加することができた。特に、本学部の
OG・OB にも参加してもらえたことで、今
までは、関わったことなかったが、その後も、
話を聞いたりと、自分の参考にすることが
できた。かつ、新しいつながりを作ること
ができた。
　また、ゲストの方々に「来てよかった」
と言われることに満足感を感じ、またそう
言われるように、企画運営を妥協せず、綿
密に考え抜いた。これらは、ただ聴講する
だけでは得られないプラスアルファの学び
であると感じている。担当になったゼミメ
ンバーそれぞれは、学生目線で他のメンバー
のために分かりやすく構成を練ることを心
がけた。その結果、ゼミ外でアウトプット
できるまで各々が理解に落とし込むことが
できた。知識も含め、全てが大学卒業後の
社会人基礎力にまでつながっていると考え
ている。
　今年も、ゼミメンバーだけでなく、他の
ゼミ生、他学部、他大学、高校生から社会
人まで、より多くの方に参加頂き、運営を
していくことが出来た。所属に関わらず、
何かを学び取ろうという点において壁はな
く、年齢の幅を超えて学ぶことが出来た。
自分たちのコミュニティではなかった価値
観を教えてくれるなど交流の範囲が広がっ
た。今年は特にグループディスカッション
の機会を多く取ったため、決められた短時
間の間に、前述したような様々なバックグ
ラウンドの方々と、一定の成果を挙げるこ
とが求められた。運営全体を見るメンバー
だけではなく、各グループ内でも個々人が
結果を出す術を試行錯誤したことも大きな
学びがあったように思える。
　招聘するゲストについては、様々な分野
で活躍されている方をお招きし、性別、職
種等異なる方にお声掛けするよう心がけた。
バックグランドの異なる多種多様な方の生
きた経験、考えを聞くことで、学生だけで
は知ることのできない社会の広さや奥深さ
を学ぶことが出来、また新たな価値観を見
出した。それと同時に、講演会に参加する
多くの人のキャリアのヒントとなるように
した。その中で、役職、企業、経験の全く
異なる方々に共通していることがあった。
それはゲストの方全員が、挑戦し続け、そ
れを楽しんでいたことだった。あるゲスト
の方から学生に対してこんな言葉を頂いた
ことがあった。「好きなことだけをしたいと
いうのは、誰しもが思い描く理想であるが、
まだ経験、知識共に薄い学生は、食わず嫌
いをせず、とりあえずやってみることが重
要である。なぜなら、やりたいことと得意
なことは必ずしも一致せず、とりあえずやっ
てみることで、今まで感じたことのなかっ
た面白さや得意分野がみえてくることがあ
るからだ」こういった考え方は、書籍やイ
ンターネット上のインタビュー記事で、散
見されることではあるが、実際にお会いし
て生の声でお話を聞くことによって、私た
ちの中で、より具体化され、取り組みを加
速させる。このような学びのチェーンを作
ることが出来たという点で、今回の活動は
大変意義深いものであると感じている。
　また、ゲストの方にどれだけ満足して頂
けるかも重要視した。お忙しい中の時間を
頂戴してお越しいただいている中で、一分
足りとも無駄させてはいけないと考え、運
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学生活動サポート奨励金とその報告
営上の不備がないか入念に確認した。後輩
が企画を運営することがあれば、当日はも
ちろんのこと、数日前からアドバイスなど
を欠かさなかった。ゲストが学生にギブす
るだけでなく、学生からもギブし、お互い
に新たな価値を得られるようにするため全
力で取り組む必要があるためだ。さらに、
聴講者含めた全員がゲストの経歴や著書、
記事から予め質問を用意し、学生側の考え
ていることや等身大の悩みを伝えた。そう
することで、ゲストは今の学生の考えを知
ることが出来、お互いに価値のある時間を
送ることが出来た。ゲストの方から「自分
が学生の時にこんなゼミがあればよかった」
といってもらえることも多く、大変満足度
の高いセッションを構築することが出来た。
講演後の関係性を大切にすることも意識的
に取り組んだ。お礼の連絡をするのは当然
であるが、その後個人単位で関係性を深化
させ、別日にお会いしたり、企業に訪問し
たりするなど当日だけに関係を終わらせず、
今後社会に出てからも関係性を持てるよう
に心がけた。これらはかつての OB・OG も
行ってきたことであり、各々がチャンスを
切り開くための良い機会であるため、今後
も継続していこうと考えている。
　最後に本活動を通して得た知見を 3つに
まとめる。
①「継続は力になり、最重要課題である」
ということである。仕事で着実に成果
を出していくことは、まぐれや運では
ないことをあらためて痛感した。どの
ゲストも、一つ一つ目の前の仕事に丁
寧に向き合っている。そうした積み重
ねが、大きな成果を生み出している。
②「情熱を持つ」ということ。ゲストの方々
全員が今やっている仕事に誇りやプラ
イドを持っているが、どの講演会を取っ
てもゲストには溢れ出る情熱があった。
そうした情熱は必然的に結果を生み出
し周りの人間を動かす原動力にもなっ
ているということである。
③「相手目線を貫いた対応」である。どの
ゲストの方も、学生である私たちから
の連絡一つとってみても、丁寧に返信
をくださった。また、迅速かつ的確で
あることも印象に残った。私たち学生
はどうしても、友人関係の上で甘えた
コミュニケーションをとりがちである。
返信が遅れたり、曖昧な態度をとるこ
となどである。本企画を通じて、社会
で働く上で大事な働く姿勢を身につけ
ることができた。
　この学びはゼミの活動にとどめず、外部
でもメンバーそれぞれが将来にわたって活
用していけるよう今後も行動していこうと
考える。これからの学部の学びをいかし、
主体的い動き実践していくことも継続して
いきたい。
